
　一般社
団法人日
本ジュエ
リー協会
（JJA。長
堀慶太会
長 ）は 、
「新春懇
親会」を1
月24日、
上野精養
軒で開催
し、ジュエ
リー議員
連盟に所
属する議
員をはじ
め、経済

産業省、大使館関係者、協力団体など
の来賓や会員200名強が集い、2024
年の始まりを祝った。
　まず始めに能登半島地震で被災さ
れた方々に対し、黙祷をした後、長堀
会長がウクライナやパレスチナでの紛
争や物価高に対する懸念はあります
が、経済面に関しては経済活動そのも
のがインバウンド需要を含め復活しつ
つあるので、昨年よりは消費活動が活

発になること
を期待してい
ます」と述べ
てから、JJAと
しては「今年
もこれまでと
同様に消費
者からの信頼
向上と、業界
の健全な
発 展 を
モットーと
して活動し

ていく所存です。具体的には協会活
動の2枚看板である、ジュエリー
コーディネーター制度（JC）のさら
なる充実と資格保有者数の増強に
注力することと、そして展示会事業
の強化。これは東京ビッグサイトや
香港での展示会に対して、会員企業に
よる出展社数の増加に努めていきた
い。国内市場の活性化に向けては、ブ
ライダルダイヤモンドリングの取得率向
上のサポートや日本の真珠であるア
コヤ真珠の販売促進のサポートを
昨年に引き続き行います。この他に
も業界全体の質的な向上に資する
様々なプログラムを準備しています
ので、それらを動かしていこうと考え
ています」と説明。さらに「今年から
準備を開始して、国内外に日本のも
のづくりの良さを、ジャパンブランド
として発信していくことを検討してい
ます。海外では日本のジュエリーといえ
ば、真珠と中古品のイメージが定着し
つつありますが、それらだけではなく、
もっと素晴らしいジュエリーが存在す
ることを世界に向けてアピールしていく
ことは、我々日本のジュエリー業界に
とっては、中長期的にも必要な活動で
あると認識しています」とした。最後に

「このように
様々な活動
を通じて、日
本のジュエ
リー業界を
元気にするこ

とが我々の使命であると考えています
ので、今年も引き続き我が協会の活動
に対し、皆様のご理解とご支援をお願
いします」として会長挨拶にかえた。
　来賓挨拶ではジュエリー議員連盟
の山東昭子顧問に、2年連続でジュエ
リーを身に着けない男性が多く、地味
だと指摘され、「率先してジュエリーを
身に着ける社会（業界）を」と語られ

た 。続 い
て、同議員
連盟の野
田聖子会
長は「暗い
ニュース
で我々議
員も着物
を着るの
を自粛す

る空気が流れたが、こういう時こそ華
やかに振舞うことも大切だ。単なる贅
沢品になってしまうのは不快だ。正当
な姿勢を」とエールを送った。同議員連

盟の辻清
人事務局
長は「ロシ
アからの
関節輸入
も9月頃か
ら輸入禁
止の道筋
をつける
予定で、業

界に支障のないように行う予定です。
宝飾は我が国のものづくりの基幹産業
です。ひとつのベンチマークと確信して
いる」と期待を込めた。
　その後、東京都知事の小池百合子
氏からのビデオメッセージを鑑賞した
後、インフォーママーケッツジャパン㈱
クリストファー・イブ社長による乾杯の
挨拶で歓談に入った。
　会場は、テーブルの配置やベジタリ
アンへの配慮などに発展的な図らいが
見られ、より充実した時間が流れた。
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※次面に続く

　タイ国政府商務省国際貿易振興
局（DITP）による世界有数の歴史と
知名度を誇る「第69回バンコク宝
石・宝飾品フェア（BGJF）」が、2月
21日～25日までの5日間、バンコク
の見本市会場、クイーンシリキット
ナショナルコンベンションセンター
（QSNCC）で開催される。時間は10
時～18時（最終日は17時まで）。
　タイは過去30
年以上にわた
り、美しい宝石
を調達できる国
として宝石・宝
飾品業界の間
で知られてきた。
何世代にもわ
たって受け継が
れてきた熱処理
の知識は有名
で、技術力と手
工業のレベルは
世界最高峰とい
われている。また、宝石製造の技術も豊
富で、タイ国内のさまざまな地方で異な
るノウハウがみられるのも特長的だ。経
済的な観点からみると宝石・宝飾品産
業は、川上から川下まで120万人以上の
労働者の所得を生み出しており、タイ国
としても一大産業として力を入れている。
　毎年2月と9月にタイのバンコクでバ
ンコクフェアは開催されている。2022
年の秋のフェアからはリアルでの開催
に戻った。また2023年からは会場を
QSNCCに移したことで、参加者数が
増加にプラスし始めた。
　昨年は117カ国から32,670人が来
場し国際色豊かな宝飾フェアとなって
おり、発注金額も31.2億バーツ（約128
億円）に達し、大きな市場を生んでいる。
　来場上位の10カ国は、インド、ミャン
マー、中国、スリランカ、米国、日本、パ

キスタン、ベトナム、ロシア、
オーストラリアとなっている。
　日本国内にいては感じるこ
とのできない国際色がタイに
はあり、また日本で見つける
ことのできない宝石もタイに
は存在する。
　あこや真珠と中古品しか
注目されない日本のジュエ
リー産業とこれからよりグ
ローバル化していくBGJFを
見て、日本らしい産業の発展
を考えていく必要もある。タイ

にはルビーの産出国としての強みもあ
り、世界のジェムとジュエリーのハブとな
る役割を担ってもいる。
　BJGFには高額品を購入する中東や
アフリカからのバイヤーが多く、中国から
のバイヤーはそれほど多くないそうだ
が、来場上位の国を見るだけで、日本で
は行うことのできないビジネスがタイで
は生まれていることを容易に推測できる。
　会場では、革新的で高品質なジュエ
リーをはじめ、豊富なリソース、調達や
製造のプロフェッショナルが集まり、世
界中の貴石、半貴石、原石、合成石を
取り揃え、世
界有数の宝
飾マーケット
として注目さ
れる。
　そのほか、

真珠やダイヤモンド、ファッション
ジュエリーからジュエリー・パー
ツ、機器および工具機器まで、幅
開く宝飾関連品が展示される。
　今回も世界120カ国から1,100
社以上の出展と2,400以上のブー
スが見込まれている。
▼来場予約・詳細＝https://ww-
w.bkkgems.com/
▼展示会への申し込み・問い合わ

せ先
①北海道・東北・関東甲信越・静岡県の
企業＝タイ国大使館商務参事官事務所
TEL:03-3221-9482 FAX: 03-3221-
9484
E-mail:thaitctokyo@thaitrade.jp
②北陸三県・東海・近畿・四国の企業
＝タイ王国大阪総領事館 商務部
TEL:06-6262-4418 FAX:06-6271-
1053
E-mail: ttcosaka@thaitrade.jp 

③中国地方・九州・沖縄県の企業＝タ
イ国政府通商代表事務所広島 
TEL:082-249-9911 FAX:082-249-
9921
E-mail:ottrhiro@enjoy.ne.jp
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　いつもThe Watch & Jewelry Todayをご愛読いただき、有難うございます。
　これまで無料にてご愛読いただいていた皆様の郵送を6月15日より順番にお止めさせて
いただいております。ご購読を希望する場合は、右のQRコードよりご登録をお願いいたします。
定期購読料は、年間8500円です。宜しくお願い申し上げます。
□問い合わせ＝㈱時計美術宝飾新聞社（TEL：03-3833-1886　FAX：03-3833-1886）
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